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意味で、大阪は東京より一歩先んじていると思いました。歴史
的にも個人の生活を大切にする大阪の人は、社会・経済の閉
塞感を敏感に察知して、自らの生活欲求を抑制し、身の丈に
あった幸せを求める生き方をしはじめているように感じたので
す。人口が減り、経済が縮小する時代にあっても、心地よく暮
らせる社会環境をつくっていこうと知恵を絞っているのですが、
それが「元気がない」と映って見えるのかもしれません。
　一方、東京では、経済活動を刺激してさえいれば、この先も
日本が元気にやっていけると信じ込んでいるようなふしがあり
ます。「カラ元気」ですね。
　かつて日本は「アカセキレイ」、つまり安心、確実、清潔、規
律、礼節の国だと言われてきましたが、これまでの大阪は、よい
意味でそうした徳を自ら食いちぎって、それが活力になっていた
ようなところがありました。「やんちゃ坊主」といいますか、それが

近未来へ一歩先んじた大阪
　私は2019年8月に奈良県立橿原考古学研究所の所長に
就きました。ギリシャ、ローマの考古学が専門の私に務まるの
かと思いましたが、来てみると、とても面白いことが分かりまし
た。古墳時代から奈良時代にかけて、奈良は日本の国づくりを
主導したところです。古事記や日本書紀にも記述されていると
おり、当時の人たちが新しい国をつくる意欲にあふれていたこ
とがよく分かります。
　先ほど、橿原から大和八木で乗り換え、鶴橋から大阪へ向
かう、その電車の中で、ふと感じたことがあります。大阪に近づ
けば近づくほど、何か違うのです。何が違うのかずっと考えてき
たのですが、東京と比べて大阪の方が、一歩、日本の将来に
近づいているような気がしました。社会の活力が低下する時
代が来ても困らないように今から準備しておくべきですが、その

うか。これからの日本に必要なのは、右肩下がりの時代に対応
できる人材です。

今こそ日本人としての誇りを
　最近、私は中国を訪問することが多いのですが、彼らが日
本に憧れを抱いているのを感じます。中国がどんなに経済成
長を遂げても、「アカセキレイ」のような徳を持った日本社会に
はならないと感じているのです。最前線を退いた後はできれば
日本で暮らしたい、あるいは1年のうち1か月ぐらいは日本での
んびりしたいと望んでいる人が少なくありません。今、私たちに
必要なことは、日本人の価値観や文化を守り、磨きをかけて、
より良いものにしていくことです。日本人がアイデンティティを
しっかり守ってさえいれば、中国がいかに経済大国になろうと
も、日本に対するリスペクトは持ち続けるでしょう。
　このことは、とくに日本の若い人たちに知ってほしいと思いま
す。日本独自の価値観を培うためには、日本の自然観や四季と
の関わりも大切です。例えば月の満ち欠けの周期を基にした太
陰暦がありますが、今の若い人は月を見てこれから欠けていくの
か、満ちていくのか分からない。昔の人は、夜歩くのに月明かり
が大事でしたから、月を見てあと1週間もすれば満月になるとか、
新月になるとかが判断できました。日本人が培ってきた道徳観と
同じく、そうした自然と親和性のある文化や価値観を知ること
も、アイデンティティの再認識に役立つと思います。

地元愛を醸成する「beyond2020」
　日本人のアイデンティティを再認識する意味で、東京オリン
ピック・パラリンピックは大変大きな役割を果たします。ある土
地に住んでいる人が、今後もそこに住み続けるには、その土地
を愛し、そこに住むことに誇りを持つ意識が大切です。オリン
ピックのような人類の祭典を契機として、自分の住んでいると
ころを見直し、たとえ地味でも誇れる文化や伝統、楽しいこと、
面白いことがあるということを再認識してもらえれば、オリンピッ
クに大きな費用をかけたとしても十分にやる価値はあると思い
ます。「beyond2020」は、そのための取り組みです。
　今日のオリンピックにはどうしても商業主義的なところがあり
ます。それを踏まえ、日本全体のそれぞれのコミュニティのオリ
ンピックに対する善意を吸い上げていく装置が必要ではない
かということから、beyond2020が提唱されたのです。
　オリンピックの商業主義が強くなると、大きな都市でなけれ
ば開催できないという隘路に迷いこみます。そういう中で、小さ
な地域、村でもオリンピックに参加したという思い出をつくって
もらうためにbeyond2020をつくりあげてきました。
　beyond2020は、ある意味で草の根運動を助成するもの
で、「日本博＊」の方は、日本文化の発信に対して政府が補助
金を出すものです。おかげさまでbeyond2020の文化プログ
ラムは年々増え、2019年夏までに全国で1万件を突破しまし
た。その中には、東京オリンピック・パラリンピック組織委員会
の「参画プログラム」に組み込んでもらうべく、地域の伝統的

大阪の人の自由で独創的な気風を生み、活気ある文化・経
済を育んできました。とはいえ最近はそれすらも大人しくなって
きているようで少し残念な気がしますが、今の大阪は日本の将
来の姿に一歩近づいているのです。

将来設計の骨組みを考え直す
　天皇陛下御即位の一連の行事が終わり、これから日本は
本格的な令和の時代に突入します。社会全体で、何かをやろ
うとしてもうまくいかないことがますます多くなってくるような気
がします。なぜなら、いまだに1980年代から1990年頃までの
経済成長期のサクセスストーリーをベースにした将来像にしが
みついているからです。
　人口減少による社会・経済の活力低下が危惧される状況
にあって、今のうちから少しずつ身の回りを整理し、穏やかで
住み心地が良く、隅 ま々で気配りのできる社会への転換を考
えなくてはなりません。右肩上がりの将来構想を立てても、社
会のすう勢と合わず、企業も地方自治体も政府も、やることな
すことすべてスムーズに運ばない。令和2年は、少なくとも「自
分たちの身のほどをきちんとわきまえる年」にし
て、右肩下がりになるかも知れない社会に対応
できる知恵をどう発揮するかということを皆で考
える時です。
　そうすれば、令和10年、令和20年も結構明
るい令和時代になっていくのではないでしょう
か。考え方を構造的に変えないで、依然として
1980年代以降のような夢をもう一度と思って
いる限りは、決してうまくいきません。

イノベーション頼みの危うさ
　政治家や経済学者たちの「イノベーションがあればどうにか
乗り越えられる」という言説も疑問です。イノベーションという
のは、社会全体が活気に満ち、誰もが「やるぞ！」という気概に
溢れているときに生まれやすいもの。将来の不安を抱えた国
民が身の丈にあった暮らしを選択しはじめている中、イノベー
ションだけがポンポン飛び出てくるようなことは考えにくい。トラ
ンポリンに乗っても昔なら8ｍ上がったのに、今は2～3ｍしか
飛び上がらないということをしっかり見据えた将来計画、近
未来像をつくっていくスタート台に、令和2年をしてほしいも
のです。現在の「イノベーション頼み」は、ないものねだりなの
です。
　また、最低賃金を何十円か上げたくらいで、GDP（国内総
生産）を10％も20％も増やすことなどできるわけがありませ
ん。それは経済人なら分かるはずです。企業も将来に対する
不安を感じていますから、内部留保を吐き出してまでベン
チャーにつぎ込もうとはしない。だから経営陣も、最低賃金をほ
んの少し上げただけで、個人所得を上げたことにしているよう
に思います。
　右肩上がりの時代には、社会を動かす組織に実業界で成
功した人を呼び込んで手腕を発揮していただいた。景気が下
降しつつあるときに、そうした人の成功体験で対処できるでしょ

ではありませんから、開催にあたっては当事者の懐の広さが試
されます。2020年東京オリンピック・パラリンピックの文化プロ
グラムに対する都道府県の文化予算を見ると、大阪府は京
都府や奈良県に比べて格段に低い。大阪は、2025年大阪・
関西万博の前哨戦ともいえる東京オリンピックの文化プログ
ラムにはとても消極的であるのに、万博となると多額の協力を
求めています。東京から見ると、そういう姿勢で万博がうまく開
催できるのかどうか心配です。あれだけの大風呂敷を人々の
善意で満たすのは、現在の状況ではとても難しいと思います。
　また、2025年大阪・関西万博は、市民の間でもまだまだ盛
り上がりに欠けるように感じます。インターネットで検索しても、
出てくるのは「開催が決定した」というニュースばかり。テーマ
の「いのち輝く未来社会のデザイン」も漠然としていて、具体
的にどんなことが行われるのかよく分かりません。それをこれか
ら決めていくのでしょうが、2025年はそんなに遠い先のことで
はありません。早いうちにテーマを具体的にイメージできるよう
にし、新聞やテレビなどよりお金のかからないインターネットや
SNSを通じて広報活動をはじめ、巷間の話題に上るようにす
ることが重要です。ラグビーワールドカップは日本中を熱狂させ
ました。これは日本チームの活躍もさることながら、早い時期か
らオランダの会社と組んで日本語は英語へ、英語は日本語へ
とSNSで大々的に情報発信し、人々の関心を惹き付けてきた
からです。こうした仕掛けが大切です。
　大阪の人たちはサービス精神が旺盛ですから、料理などの

「モノ」もさることながら、いろいろな「コト」を起こすことができ
る。それをうまく焚き付けるような「装置」があればいいと思いま
す。それが大阪・関西万博だと思います。

（2019年12月10日／関西・大阪21世紀協会にて）
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な山鉾や山車（だし）などを東京に持ってきて
披露するという提案をしてくださる自治体もあ
ります。それはとてもありがたいことなのですが、
地域のレガシーをつくるというbeyond2020
の趣旨からすれば、地元でオリンピック・パラ
リンピックを見据えた盛り上がりをつくってい
ただくと、より効果的です。beyond2020は、そ
うしたことを全国津々浦々で行うものです。だ
から地方の小都市や市町村でもオリンピック
に参加したという思い出ややりがいを持っても
らうために、beyond2020の重要性が増して
いるのです。
　日本各地で行われている一つ一つの「コト」
は小さくても、文化情報のプラットフォームをつ
くっておけば、海外から来た人もそこへアクセ
スすれば、いつ、どこで、どんなことをしているの
かが分かります。地方の市町村の文化や歴
史が、そうして世界に発信されるのです。
　例えば「水の都」を活かして、川や運河を利
用した祭りやイベントなどを行えば、大阪のよ
さが再認識されます。また、大阪城はとてもクオリティの高い公
共空間ですから、それをうまく使って天守閣を背景にいろいろ
な催しを行えば、大阪の文化を広く発信することができるし、参
加する人たちにも、自分たちのまちを愛する気持ちが醸成され
るでしょう。都会の真ん中にあれだけの舞台装置があるのは
素晴らしいことですし、その活用を期待しています。
＊日本博…文化庁が推進する2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

を契機に、総合テーマ「日本と自然」の下、「日本の美」を体現する美術
展や舞台芸術公演、文化芸術祭などを全国で展開するプロジェクト。

大阪・関西万博にのぞむ
　大阪のまちや人々が、近未来型の緩やかでのんびりとした
社会へと移行しようとしているのに、再び旧来型の「万博」に
よって拡張・増大路線を歩もうとしているかのような誤解を招
いてはいけません。市民がやろうとしていることに対して、今の
計画は齟齬が生じ始めているような気がします。
　そもそも万博やオリンピックというのは、その開催による直接
的な経済効果というより、それを契機に文化や社会活動を見
直そうという意思を示すものです。目先の採算に固執するもの

　青柳氏は当協会主催の21cafeで講演し、この巻頭特集の内容に加え、オリン
ピック憲章における文化プログラムの位置づけや、過去のオリンピックでの文化
的要素について説明されました。また、1964年の東京オリンピックでは「日本最
高の芸術作品を展示する」というコンセプトにもとづき、都内各所で歌舞伎や文
楽、雅楽、能楽などの古典芸能や古美術展が開催されたことを解説。2020年東
京大会における文化プログラムの規模（イベント目標20万件、参加アーティスト
5万人、総参加者数5,000万人）や、各地での祭り、イベントなどを紹介しました。

「beyond2020、文化プログラムや関西の活性化について」
2019年12月10日／中之島センタービル
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「交流サロン21cafe」で講演

参加者の質問に応える青柳氏

　今回は、大阪音楽大学 ザ・カレッジ・オペラハウスの協力に
より、関西を代表する二人のソプラノ歌手と、2020年に創立
50周年を迎える関西フィルハーモニー管弦楽団（指揮:藤岡
幸夫さん）の華麗な共演をお楽しみいただきました。
　また、2019年は当協会が事務局を務めるアーツサポート
関西の設立5周年にあたることから、助成を受けた方々の中
から、関西・大阪を代表するアーティストたちが、ジャンルを越
えて圧巻のパフォーマンスを披露しました。アーツサポート関
西にご支援いただきました皆様、そして、日頃から関西・大阪
21世紀協会の活動にご理解・ご協力いただいている皆様に、
厚く御礼を申し上げます。
※Flügel（フリューゲル）はドイツ語の「翼」、abend（アーベント）は「夕べ」。

文化で未来へ羽ばたこう！というメッセージを込めたもの。

化には、人々に感動を与え、創
造性を刺激し、相互理解を深

め、都市を活性化する力があります。文
化庁が呼びかける「beyond2020」は、
2020年東京オリンピック・パラリンピッ
クを契機に全国津々浦々で魅力的な
文化プログラムを展開し、海外からの
お客様をお招きするとともに、地域活
性化を促す運動です。

　関西・大阪21世紀協会もこの呼びかけに呼応し、2016年か
ら大阪版文化プログラムに取り組み、文化プログラムの課題の
ひとつである日本文化の海外発信にも応えてまいりました。

　2016 年の【交響楽 能】の反響が大きく、再演しまし
た。さらに、世界的に高く評価されている北村陽さん

（チェロ）や石橋栄実さん（ソプラノ）を迎え、ハイレベ
ルな演奏を世界に発信。国内外で活躍する村上麻里
絵さんによるコンテンポラリーダンスなども上演しま
した。（2017 年 10月2日／ NHK 大阪ホール）

　チャイコフスキーのバレエ『眠れる森の美女』のストーリーを
なんと浪曲師が語り、一つの舞台で洋と和の伝統芸能の魅力を
伝える実験的な企画。地主薫バレエ団、春野恵子さん（浪曲）、一
風亭初月さん（三味線）、藤岡幸夫さん指揮・関西フィルハーモ
ニー管弦楽団による高揚感溢れるパフォーマンスに、会場が興
奮と感動に包まれました。当協会が支援する周防亮介さん（ヴァ
イオリン）や大阪コレギウム・ムジクム合唱団の演奏も披露さ
れました。（2018 年 10月5日／ NHK 大阪ホール）

　世界的ヴァイオリニストのオーギュスタン・デュメイさん（関西
フィルハーモニー管弦楽団音楽監督）による演奏に続き、ワンピー
ス（ニコ・ロビン役）でおなじみの声優・山口由里子さんが語り
部となり、関西フィルハーモニー管弦楽団（指揮：ギオルギ・バブ
アゼさん）と能楽師・山本章弘さんのコラボによる新作能『水の
輪』などを上演しました。（2016年11月21日／ NHK大阪ホール）

オーギュスタン・デュメイさん

北村陽さん

大阪コレギウム・ムジクム合唱団

ギオルギ・バブアゼさん 村上麻里絵さん

関西・大阪21世紀協会
専務理事  佐々木洋三

水都を寿ぐ【交響楽 能】 East meets West

2017 年2017 年 大阪文化芸術フェスティバル2017　～ 水都を寿ぐ【交響楽 能】～

2018 年2018 年 Flügel abend 2018　～ 未来へ羽ばたけ、大阪文化力 ～

春野恵子さん（左）、一風亭初月さん（右）

周防亮介さん

地主薫バレエ団

　今回は、大阪音楽大学 ザ・カレッジ・オペラハウスの協力に
より、関西を代表する二人のソプラノ歌手と、2020年に創立

化には、人々に感動を与え、創

主催（企画・制作・構成）：関西・大阪21世紀協会　協力：ザ・シンフォニーホール
後援：関西経済連合会、大阪商工会議所、関西経済同友会、大阪観光局

2019年11月19日／ザ・シンフォニーホール

～ 未来へ羽ばたけ、大阪文化力 ～
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「ソプラノの歌声に終始圧倒された」
安や緊張が先立って、良い結果にならない。これ
は皆さんの試験でも同じ」（石橋さん）、「その前
提として健康管理が重要」（並河さん）と応じ、

「和洋のコラボレーションという企画をどう思う
か？」「オペラの魅力は？」などの質問にも、丁寧
に応えていました。
　また、主催者である関西・大阪21世紀協会の
佐々木洋三専務理事には、音楽イベント以外
で、大阪を盛り上げるためにどんな活動をしてい

るかを質問。佐々木専務はアートストリームや令和OSAKA天の
川伝説などを紹介し、若い人たちの来場を促しました。今回の舞
台を鑑賞した生徒たちは、「（二大ソプラノでは）歌声が顔の近く
まで迫ってくるようで終始圧倒された。同じソプラノでも歌う人によ
って特徴があるのを知り、人間の可能性の大きさを感じた」と感
慨しきりでした。

　四天王寺中学・高校、明星高校、京都府立莵道高校の新聞
部員の皆さん（13名）が取材に訪れ、共同通信社のご協力で、公
演のようすを広く配信していただきました。
　「今日のような大舞台に臨む心構えは？」という生徒の質問に、
石橋栄実さんと並河寿美さんは、「まずは、（演目が）自分の身体
の中にしっかり入るまで、たくさん練習すること。練習不足だと不

中学・高校生新聞部が
取材に訪問

　国内外で数々のオペラ作品に出演し、大阪音楽大学で後進の指導にもあ
たるソプラノ歌手の石橋栄実さんと並河寿美さん。この日は、藤岡幸夫さん
指揮による関西フィルハーモニー管弦楽団の演奏で、「喜怒哀楽」をテーマ
にそれぞれの感情を彷彿させるアリア（オペラの中の独唱曲）4曲と、デュ
エット2曲が披露されました。二人揃って舞台に立つことは珍しく、デュエッ
トでは、軽やかな声質の石橋さんと豊かな響きの並河さんの個性の違いも
楽しめ、会場はうっとりとした気分に包まれました。

石橋栄実さん、並河寿美さん、佐々木専務理事へのインタビュー風景

Flügel abend 2019
～ 未来へ羽ばたけ、大阪文化力 ～

二大ソプラノの共演二大ソプラノの共演二大ソプラノの共演
喜怒哀楽をテーマにオペラの名場面を 披露

ビゼー : 「カルメン」より "闘牛士" を演奏

　ロミオに出会う前のジュリエットが歌う軽やかなワルツ曲。結婚を勧められ
ても「私はまだ青春の中にいたいの」と無邪気な乙女心を歌い上げる。

大阪音楽大学音楽専攻科修了、大阪舞台芸術奨励賞をはじめ受賞多数。
1998年ドイツ・ケムニッツ市立劇場「ヘンゼルとグレーテル」のグレーテル
役で招聘出演。以来、新国立劇場での数々のオペラ作品や交響曲のソリス
トとして多数出演。大阪音楽大学教授、同付属音楽院院長。

慶應義塾大学、英国王立ノーザン音楽大学指揮科卒業、マンチェスター室内管弦楽
団、日本フィルハーモニー交響楽団を経て2007年より関西フィルハーモニー管弦楽
団首席指揮者。BSテレ東の音楽番組「エンター・ザ・ミュージック」（毎週土曜夜11：
30～）に出演中。

1970年発足。2020年に創立50周年を迎える。世界的ヴァイオリニ
ストのオーギュスタン・デュメイさんが音楽監督、藤岡幸夫さんが
首席指揮者、飯守泰次郎さんが桂冠名誉指揮者に就いている。BS
テレ東の音楽番組「エンター・ザ・ミュージック」に出演中。

グノー :　
「ロミオとジュリエット」より
"私は夢に生きたい"

グノー :　
「ロミオとジュリエット」より
"私は夢に生きたい"

喜

ドリーブ : 「ラクメ」より "花の二重唱"
　色彩豊かなフランス音楽の美しさに加えて、インドを舞
台にした異国情緒も加わった魅力的なデュエット。鳥が
さえずり、純白のジャスミンが私たちを呼んでいると歌う。

ヴェルディ : 「椿姫」より "乾杯の歌"
　パーティの席で賑やかに歌われる"乾杯の歌"を、二
人の華やかなソプラノ特別バージョンで披露。

J.シュトラウスⅡ :
「こうもり」より
"公爵様、あなたのようなお方は"

J.シュトラウスⅡ :
「こうもり」より
"公爵様、あなたのようなお方は"

楽

　歌手で敬虔なクリスチャンのトスカが、獄中で拷問を受けている恋
人のカヴァラドッシの身を案じ、神の不条理な采配に強く抗議する。

大阪音楽大学大学院オペラ研究室修了。第73回（平成30年度）文化庁芸術祭
賞大賞をはじめ受賞多数。新国立劇場、兵庫県立芸術文化センター、びわ湖
ホール、東京二期会などの主催公演に多数出演。大阪音楽大学特任准教授、
東京二期会会員。

プッチーニ :
「トスカ」より
"歌に生き、恋に生き"

プッチーニ :
「トスカ」より
"歌に生き、恋に生き"

怒

　ジュリエットはロミオに仮死状態になる毒を飲ませ、彼が目覚めて
から一緒に暮らそうと企むが、心の中では激しい不安に襲われる。

グノー ：
「ロミオとジュリエット」より
"あぁ！何という戦慄が…愛よ力をください"

（ポイズンアリア）

グノー ：
「ロミオとジュリエット」より
"あぁ！何という戦慄が…愛よ力をください"

（ポイズンアリア）

哀

並河寿美さん（ソプラノ）　
なみかわ　　ひさみ

関西フィルハーモニー管弦楽団

個性が際立つデュエット

石橋栄実さん（ソプラノ）　
いしばし　　  えみ

レポートレポート

Ⓒ SHIN YAMAGISHI

　召使いの女性が奥様の衣裳を借りてパーティに出かける。そこでご
主人様に見つかるが、とっさに「私は女優よ」と嘘をついて笑い飛ばす。

藤岡幸夫さん
ふじおか　　  さちお
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　「研究会では、毎月、先生方のお教えをいただきながら、楳茂
都流に伝わる舞踊譜を忠実に譜面に起こしています。私は子ど
もの頃から洋舞もしており、現在はダンサーとしても活動してい
ます。これからも皆さんに楽しんでいただけるよう頑張ります」
　楳茂都梅咲弥氏に師事し2002年名取。2014年ソウル国際
舞踊コンクールEthnic Traditional Dance
部門2位受賞。文化庁主催公演（東京・大
阪）に出演。2017、2018年度のアーツサ
ポート関西助成対象者に選ばれ、「楳茂都
流型付研究会」を発足。

　「地唄は大阪が発祥で、平家物語を語
る琵琶法師が三味線に持ち替えて始めた
もの。私は現在、アーツサポート関西の支
援を受けて、日本音楽の源流の一つであ
る平家琵琶を大阪の地で保存復曲し、世
界へ発信する活動をしています」
　長谷検校記念第6回全国邦楽コンクー
ル最優秀賞、文化庁奨励賞、2012年大阪
文化祭奨励賞など受賞多数。大阪音楽
大学講師、文楽研修
生講師などとして指
導にあたる。三味線、
筝、胡弓、平家琵琶な
ど、さまざまな和楽器
を演奏。

Flügel abend 2019
～ 未来へ羽ばたけ、大阪文化力 ～

関西から世界へ羽ばたく

5年間で寄付総額1億2千万円、助成件数120件
　文化と経済は車の両輪、経済ばかりではなく芸術や文
化がなければ人は生きてはいけないー。アーツサポー
ト関西（ASK）は、大阪における芸術・文化の予算の低さ
を憂いた関西経済同友会が、2012年2月、イギリスの文
化政策を参考に「大阪版アーツカウンシルの創設を」と
提言＊したことにはじまります。そして2014年4月、関西・
大阪21世紀協会が事務局を担い、民間による文化支援
機構「アーツサポート関西」が発足しました。寄付を集め
て芸術・文化を支援するこの活動は、国内ではあまり前
例のない関西発の先駆的な取り組みです。おかげさまで
2019年までの5年間に、１億２千万円を超える寄付が集
まりました。関西から世界に羽ばたくアーティストの発掘
と育成に、平等を原則とする行政の支援策とは一線を画
した、個性ある文化支援を行ってまいりました。
＊関西経済同友会 歴史・文化振興委員会（委員長 鳥井信吾氏：当時）「大阪

版アーツカウンシル『タニマチ文化評議会』（仮称）の創設を」（2012年2月）

そうだ文楽へ行こう!! ワンコインで文楽
　文楽を若い世代にも親しんでもらお
うと、大学生などを対象に 500 円で文
楽本公演が観劇できる取り組み。京阪
神ビルディング株式会社の中野社長

（当時：写真右）の発案ではじまり、以
後、岩谷産業株式会社（2016～17 年）、
丸一鋼管株式会社（2018～19 年）へと
支援のバトンが受け継がれています。

上方落語若手噺家グランプリ
　寺田千代乃氏個人の支援をもとに、
若手の落語家に活躍の場を与えたい
と桂文枝さん（上方落語協会前会長）
らが中心となって2015 年に創設。天満
天神繁昌亭を会場に、予選を勝ち抜い
た 10 人が決勝戦に臨みます。若手噺
家の登竜門として定着し、チケットが売
り切れる人気寄席となっています。

チャリティ・ファンドレイジング・パーティ
　ASKのキックオフのパーティを2014
年5月に開催し、1,650人の方にお越し
いただきました。会場（リーガロイヤル
ホテル大阪）の作品展示や演出は、世界
的アーティストの名和晃平さんが担当。
パーティのチケット収入や寄付、オーク
ションで約2,400万円が集まり、関西の
文化支援に充てられました。

菊央雄司さん
（邦楽演奏家）

きくおう　 　 ゆうじ

楳茂都梅弥月さん
（上方舞楳茂都流師範）

う め も と 　 　  う め み づ き

皆さまのご支援が多くのアーティストに力を与えています

上方舞
松づくし

これまでのあゆみ
2012年2月　提言「大阪版アーツカウンシル『タニマチ文化評議会』

（仮称）の創設を」発表（関西経済同友会）
2014年3月　関西経済同友会が4年間の運営費支援を決定
2014年4月　アーツサポート関西 発足
              5月　チャリティ・ファンドレイジング・パーティ開催
              8月　「そうだ文楽へ行こう!! ワンコインで文楽」支援開始
2015年2月　「上方落語若手噺家グランプリ」創設
              9月　ASK寄付型自動販売機の導入（飲料売り上げの一部を

寄付化する取り組み）
2016年3月　「ASKサポーター感謝のつどい」開催
2017年3月　「岩井コスモ証券ASK支援寄金」発足
              8月　「ASK成果報告会2017」開催
2018年3月　「日本電通メディアアート支援寄金」発足
              4月　サポーターズクラブ法人会員の受付開始
2019年6月　「古本 de 寄付」を創設（古本を回収し寄付化する取り組み）

支援の一例

地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄地 唄

浪花十二月浪花十二月浪花十二月
地 唄

浪花十二月
な に わ じ ゅ う に つ き

レポートレポート

アーツサポート関西 5 周年記念公演アーツサポート関西 5 周年記念公演アーツサポート関西 5 周年記念公演
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る平家琵琶を大阪の地で保存復曲し、世
界へ発信する活動をしています」
　長谷検校記念第6回全国邦楽コンクー
ル最優秀賞、文化庁奨励賞、2012年大阪
文化祭奨励賞など受賞多数。大阪音楽
大学講師、文楽研修
生講師などとして指
導にあたる。三味線、
筝、胡弓、平家琵琶な
ど、さまざまな和楽器
を演奏。

Flügel abend 2019
～ 未来へ羽ばたけ、大阪文化力 ～

関西から世界へ羽ばたく

5年間で寄付総額1億2千万円、助成件数120件
　文化と経済は車の両輪、経済ばかりではなく芸術や文
化がなければ人は生きてはいけないー。アーツサポー
ト関西（ASK）は、大阪における芸術・文化の予算の低さ
を憂いた関西経済同友会が、2012年2月、イギリスの文
化政策を参考に「大阪版アーツカウンシルの創設を」と
提言＊したことにはじまります。そして2014年4月、関西・
大阪21世紀協会が事務局を担い、民間による文化支援
機構「アーツサポート関西」が発足しました。寄付を集め
て芸術・文化を支援するこの活動は、国内ではあまり前
例のない関西発の先駆的な取り組みです。おかげさまで
2019年までの5年間に、１億２千万円を超える寄付が集
まりました。関西から世界に羽ばたくアーティストの発掘
と育成に、平等を原則とする行政の支援策とは一線を画
した、個性ある文化支援を行ってまいりました。
＊関西経済同友会 歴史・文化振興委員会（委員長 鳥井信吾氏：当時）「大阪

版アーツカウンシル『タニマチ文化評議会』（仮称）の創設を」（2012年2月）

そうだ文楽へ行こう!! ワンコインで文楽
　文楽を若い世代にも親しんでもらお
うと、大学生などを対象に 500 円で文
楽本公演が観劇できる取り組み。京阪
神ビルディング株式会社の中野社長

（当時：写真右）の発案ではじまり、以
後、岩谷産業株式会社（2016～17 年）、
丸一鋼管株式会社（2018～19 年）へと
支援のバトンが受け継がれています。

上方落語若手噺家グランプリ
　寺田千代乃氏個人の支援をもとに、
若手の落語家に活躍の場を与えたい
と桂文枝さん（上方落語協会前会長）
らが中心となって2015 年に創設。天満
天神繁昌亭を会場に、予選を勝ち抜い
た 10 人が決勝戦に臨みます。若手噺
家の登竜門として定着し、チケットが売
り切れる人気寄席となっています。

チャリティ・ファンドレイジング・パーティ
　ASKのキックオフのパーティを2014
年5月に開催し、1,650人の方にお越し
いただきました。会場（リーガロイヤル
ホテル大阪）の作品展示や演出は、世界
的アーティストの名和晃平さんが担当。
パーティのチケット収入や寄付、オーク
ションで約2,400万円が集まり、関西の
文化支援に充てられました。

菊央雄司さん
（邦楽演奏家）

きくおう　 　 ゆうじ

楳茂都梅弥月さん
（上方舞楳茂都流師範）

う め も と 　 　  う め み づ き

皆さまのご支援が多くのアーティストに力を与えています

上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞上方舞
松づくし松づくし松づくし松づくし松づくし

上方舞
松づくし

これまでのあゆみ
2012年2月　提言「大阪版アーツカウンシル『タニマチ文化評議会』

（仮称）の創設を」発表（関西経済同友会）
2014年3月　関西経済同友会が4年間の運営費支援を決定
2014年4月　アーツサポート関西 発足
              5月　チャリティ・ファンドレイジング・パーティ開催
              8月　「そうだ文楽へ行こう!! ワンコインで文楽」支援開始
2015年2月　「上方落語若手噺家グランプリ」創設
              9月　ASK寄付型自動販売機の導入（飲料売り上げの一部を

寄付化する取り組み）
2016年3月　「ASKサポーター感謝のつどい」開催
2017年3月　「岩井コスモ証券ASK支援寄金」発足
              8月　「ASK成果報告会2017」開催
2018年3月　「日本電通メディアアート支援寄金」発足
              4月　サポーターズクラブ法人会員の受付開始
2019年6月　「古本 de 寄付」を創設（古本を回収し寄付化する取り組み）

支援の一例

地 唄

浪花十二月
な に わ じ ゅ う に つ き

レポートレポート

アーツサポート関西 5 周年記念公演アーツサポート関西 5 周年記念公演アーツサポート関西 5 周年記念公演
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ボグナ・ジェフチャルク＝マイ館長による開会式挨拶

講義・実演風景（鑑賞方法）

焼き入れの実演

鍛刀の実演

　備前長船刀剣博物館所蔵の利恒 （としつね／古備前：
鎌倉初期） を始めとする備前刀 31 振と、現代刀匠による作
品 6 振および５振の拵（こしらえ／柄や鞘など）が出展さ
れ、クラクフ市民はもとよりポーランドの人々の強い関心を
集めています。特に開会式翌日から2日間開催された、長
船町からの派遣団員による日本刀を理解するための講演

『剣客の辿り着いた境地』、『日本刀の歴史』、『タタラ製鉄』、
『作刀工程』、『刃紋と地肌の美』、『拵えと刀装具』、『鑑賞ポ

イントとマナー』 は、会場一杯に詰めかけた聴講者の日本
刀への興味をさらに高めました。また、同時に行われた「研
ぎ」、「彫金」、「折り返し鍛錬と焼き入れ」の実演 は、来場者
の目を釘付けにしました。中でも鍛錬と焼き入れは、澄ん
で凍てつく闇に舞う炎が幻想的で、刀匠方の鎚を打つ躍動
的な姿と相まって、「静と動」の作業風景が来場者を魅了。
実演が終了しても質問が相次ぎ、人々が立ち去ろうとしな
かったほど強い感動を与えました。
　展示会場は全体の照明を少し押さえ気味にし、スポット
ライトで刀を浮かび上がらせる工夫をしました。そして長
船町からの派遣団の方々により角度を調整して据えられた
刀身は、濃い紫色がかったグレーの背景により美しさや刃

紋の冴えが際立ち、来場者は個々の刀の前で長く見入って
いました。
　私たちは今回の展覧会が、日本刀の持つ深い魅力の中
に、剣道、柔道などの武道はもとより茶道、華道、能などに共
通するもの、あるいはその根底にあるものを少しでも感じ
取ってもらう機会になればと思っています。
　2019年11月30日には、日本大使を始めとする多くの方々
の出席をいただき、Manggha 館創立 25 周年、両国国交樹
立 100 周年の記念式典を盛大に挙行することができまし
た。また、翌日の「Mangghaデー」に開催された備前長船博
物館館長によるギャラリートークにも多くの参加があり、

『備前長船日本刀展覧会』は連日好評を博しています。
　長年の夢でもあった日本文化の象徴でもある日本刀の
展示会が、瀬戸内市の武久顕也市長のご理解や全日本刀
匠会のご協力により、記念すべき年に実現できたことは、こ
の助成が今後の両国の文化交流の新たな 1 ページに貢献
したという思いを強くしました。

展示された日本刀に見入る来館者

日本万国博覧会記念基金助成事業

日本万国博覧会記念基金 助成先の事業紹介

事業者：日本美術技術博物館マンガ館（ポーランド）
交付決定額：640 万円
実施期間：2019 年 11月23日～2020 年 3月1日（100日間）
実施場所：ポーランド共和国クラクフ市・日本美術技術博物館マンガ館
　　　　　（Manggha Museum of Japanese Art and Technology）

おさふね

備前長船日本刀展覧会

今年度助成の43事業の中から、事業者から寄せられた報告をご紹介します。

重点助成事業セジョルネ:
マリンバ協奏曲より第1楽章

　「マリンバを叩く赤いマレットは、大森香奈モデルとして世界中で販売されて
おり、多くの打楽器奏者に使っていただいています。アーツサポート関西5周年
の記念に、指揮の藤岡幸夫さん、関西フィルハーモニー管弦楽団と共演させて
いただいたことを、とても幸せに思います」
　大阪音楽大学大学院、ドイツ国立ミュンヘン音楽・演劇
大学大学院修了。イタリア国際打楽器コンクール第1位。京
都府精華町民文化賞受賞。5枚のアルバムをリリース。国
内外で特別講義やコンサート活動、国際コンクールの審
査員を行っている。ピンク色のマリンバは特注。

Flügel abend 2019
～ 未来へ羽ばたけ、大阪文化力 ～

大森香奈さん（マリンバ）
お おもり      か な

指揮：藤岡幸夫さん
オーケストラ：関西フィルハーモニー管弦楽団

指揮：藤岡幸夫さん
オーケストラ：関西フィルハーモニー管弦楽団

シベリウス:
ヴァイオリン協奏曲 ニ短調 作品47より 第2・第3楽章

　「シベリウスは私の大好きな曲。それを素晴らしいホールで、憧れの藤岡幸夫
さんや関西フィルハーモニー管弦楽団と共演できて幸せでした。今後は海外留
学をして、関西に帰ってきたときには、多くの人の心を幸せにするヴァイオリニス
トになりたいと思っています」
　第72回全日本学生音楽コンクール高校の部全国大会第
1位。小学5年生より8年間「佐渡裕とスーパーキッズオーケ
ストラ」に在籍。現在、相愛大学音楽学部特別演奏コース1
年生に特別奨学生として在籍。

谷本沙綾さん（ヴァイオリン）
た にもと      さあや

ASKサポーターに感謝の花束を贈呈
　アーツサポート関西を通して多大な
サポートをしていただいている方々
に、出演者より感謝の意を込めて花束
が贈られました。（写真右より：花束を
持っている人/山本雅弘氏〔毎日放送最
高顧問〕、寺田千代乃氏〔アートコーポ
レーション名誉会長〕、池田博之氏〔関
西経済同友会代表幹事、りそな銀行副
会長〕、小嶋淳司氏〔がんこフードサー
ビス会長〕、岩橋貞雄氏〔八千代電設工
業会長〕）

レポートレポート


